
岩
手
県
に
沿
け
る
冷
害
と
対
策
に
つ
い
て

池

雅

美

田

は
じ
め
に

57 岩手県における冷害と対策について

わ
が
国
に
お
け
る
稲
作
の
気
候
災
害
は
、
そ
の
種
類
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
お
も
な
も
の
は
、
東
北
日
本
の
冷
害
と
西
南
日
本
に

多
い
風
水
害
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
が
干
害
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
東
北
日
本
で
も
凶
作
率
の
高
い
岩
手
県
に
お
け
る
冷
害
と
冷
害
対
策
が
積
極
的
に
発
達
し
た
、
明
治
凶
作
群
以
後
の
対
策

を
中
心
と
し
て
述
べ
て
み
た
い
。

一
、
冷
容
の
条
件
と
岩
手
県
の
冷
豊
一
一
同
地
域

自
然
的
条
件

冷
害
の
自
然
的
条
件
と
し
て
は
、

ま
ず
低
温
が
あ
げ
ら
れ
る
。

東
北
地
方
の
冷
害
が
太
平
洋
側
に
大
き
い
の
も
、
ヤ
マ
セ
に
よ
る
低
温
寡
照
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
件
で
あ
る
気
温
や
水
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温
も
微
気
候
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
地
形
的
に
は
垂
直
的
変
北
に
よ
る
、
標
高
の
高
い
地
域
ほ
ど
被
害
が
大
き
い
し
、
同
じ
沖
積
平
野
や
パ
ッ
ク
マ

l
シ
ュ
で
も
、

そ
の
位
置
に
よ
っ
て
被
害
の
程
度
が
違
う
か
ら
、
微
地
形
と
の
関
係
も
大
き
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
外
、
風
速
・
湿
度
な
ど
の
気
候
要
素
も
気
温
や
水
温
に
影
響
を
与
え
る
か
ら
間
接
的
な
条
件
で
あ
る
が
、

日
照
は
と
く
に
冷
害
と

の
関
係
が
深
い
。
そ
れ
は
、
水
温
を
決
定
す
る
要
因
は
日
照
で
、
低
水
温
に
よ
る
遅
延
型
冷
害
は
、
実
に
日
照
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
岩
手
県
農
業
試
験
場
が
、
水
口
部
分
の
被
害
調
査
か
ら
、
漏
水
と
冷
害
の
関
係
を
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
水
田
に

砂
れ
き
が
多
い
ほ
ど
被
害
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
砂
質
の
漏
水
田
で
は
、
掛
流
し
が
一
般
的
で
、
こ
れ
が
冷
害
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
ま
た
掛
流
し
で
水
田
に
入
っ
た
水
は
、
急
に
水
温
が
上
る
た
め
、
水
尻
ま
で
被
害
が
波
及
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
水
口
部

分
の
被
害
が
多
い
。
そ
の
減
収
程
度
は
、
原
則
と
し
て
漏
水
量
に
比
例
す
る
〈

L
o

社
会
的
条
件

次
ぎ
に
社
会
的
条
件
と
し
て
、

ま
ず
経
営
条
件
と
冷
害
の
関
係
を
み
る
と
、
零
細
農
家
ほ
ど
被
害
が
大
き
い
。
そ
の
原
因
は
、
零
細
農

家
で
は
無
理
を
し
て
も
収
か
く
を
高
め
よ
う
と
す
る
か
ら
、
危
険
を
承
知
で
晩
生
種
に
多
肥
栽
培
を
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
品
寝
や
栽
培
条
件
と
冷
害
の
関
係
を
み
る
と
、
品
種
で
は
、
晩
生
種
ほ
ど
遅
延
型
冷
害
に
な
り
易
く
、
栽
培
条
件
と
し
て
は
、

窒
素
肥
料
を
多
く
使
い
す
ぎ
る
と
冷
水
害
は
激
し
く
な
る
。
そ
れ
に
反
し
て
早
期
栽
培
は
、

た
と
え
自
然
的
な
条
件
が
悪
く
て
も
被
害
程

度
を
少
く
し
て
、
稲
を
秋
冷
前
に
成
熟
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

冷
害
地
域
と
問
題
地
域
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し
、
餓
死
す
る
農
民
も
少
く
な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。

o 30km -
岩手県における地域別10a当収量分布図

作付面積は昭和49年度，収量は昭和40-

49年の10年間平均lOa当り，被害率は昭

和 9年冷害時

岩手農林統計協会などの統計により池間

雅美作成

以
上
の
よ
う
な
冷
害
の
諸
条
件
か

ら
岩
手
県
の
冷
害
地
域
と
、
問
題
地

域
を
考
え
る
と
次
の
二
つ
の
地
域
が

あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
の
冷
害
地
域
は
、
岩
手

県
北
部
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
い
わ
ゆ

る
山
背
風
卓
越
地
域
で
、
従
来
、
冷

害
常
習
地
と
い
わ
れ
、
水
稲
の
収
量

が
昔
か
ら
県
内
で
最
も
低
い
地
域

で
、
南
部
藩
時
代
は
大
飢
僅
を
お
こ

こ
れ
は
、
自
然
的
に
は
ヤ
マ
セ
の
も
た
ら
す
低
温
寡
照
条
件
が
お
も
な
収
量
阻
害
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と

図1

と
も
に
社
会
的
条
件
と
し
て
は
、
長
い
間
、
農
業
の
発
達
が
お
く
れ
た
こ
と
や
、
農
民
の
生
活
の
貧
し
さ
、
さ
ら
に
近
年
は
、
沿
岸
漁
村

農
民
の
貧
し
さ
に
つ
い
て
は
、

の
漁
期
と
田
植
時
期
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
(
2
〉
に
よ
る
栽
培
条
件
の
悪
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

か
つ
て
の
小
作
制
度
に
か
ら
み
合
っ
た
貧
困
と
苦
境
と
が
、
農
民
に
危
険
を
し
り
つ
つ
、

よ
り
多
収
の

晩
生
種
を
栽
培
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
、
耐
索
、
多
収
品
種
や
化
学
肥
料
の
購
入
を
困
難
に
さ
せ
た
こ
と
が
一
層
凶
作
を
促
進
し
た
。
そ
れ

59 

は
、
天
明
五
年
ご
七
八
五
)
九
月
、
南
部
落
が
出
し
た
「
豊
後
と
申
す
晩
生
種
植
付
の
儀
、
前
々
よ
り
か
た
く
御
停
止
仰
せ
付
け
ら
れ



60 

侯
問
、
植
付
ま
じ
き
こ
と
に
候
、

し
か
る
に
近
年
に
至
り
、
所
に
よ
り
多
分
に
豊
後
ば
か
り
植
付
候
よ
し
相
関
与
え
候
、
畢
境
、
豊
後
に
よ

ろ
し
き
年
は
、
倍
々
の
実
収
こ
れ
あ
る
由
に
て
侯
:
:
:
」
と
晩
稲
禁
止
令
を
出
さ
ね
ば
凶
作
の
可
能
性
が
多
か
っ
た
γ

の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
禁
止
令
を
破
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
農
民
の
心
理
と
貧
困
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
す
Y

さ
ら
に
、

近
年
で
は
、
こ
の
地
域
の
漁
村
は
ワ
カ
メ
の
口
あ
け
時
期
と
田
植
時
期
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
に
よ
り
栽
培
条
件
の
悪
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
三
陸
浴
岸
に
は
漁
村
が
多
く
、

し
か
も
、
岩
手
県
に
お
け
る
ワ
カ
メ
栽
培
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る

7
y
し
た
が
っ
て
ワ
カ
メ

は
こ
の
地
域
の
現
金
収
入
源
と
し
て
重
要
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
た
と
え
田
植
え
が
遅
れ
て
も
、

ワ
カ
メ
の
収
か
く
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
、
稲
作
の
栽
培
条
件
を
悪
く
し
て
低
い
収
量
地
域
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
件
は
、

ワ
カ
メ
の
早
生

種
が
開
発
さ
れ
れ
ば
解
消
怠
れ
る
だ
ろ
う
。

第
二
の
問
題
地
域
は
、
胆
江
地
方
で
、
旧
仙
台
領
で
あ
る
岩
手
県
南
、
北
上
川
中
流
地
域
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
岩
手
県
の

穀
倉
地
域
で
あ
り
、
水
稲
の
作
付
率
も
県
全
体
の
一
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
の
に
、
旧
南
部
落
領
の
北
上
川
上
流
地
域
よ
グ
一

O

ア
ー
ル
当
り
収
量
が
低
く
な
っ
て
い
て
、
岩
手
県
稲
作
増
収
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
要
因
解
明
は
、
岩
手
県
に
お
け

る
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
日
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、

稲
の
栄
養
成
長
期

(

5

)

の
気
候
要
素
で
あ
る
日
照
が
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

い
ま
、

県
北
と
県
南
の
代
表
的
市
町
域
の
気
候
要
素
に
つ
い
て
対
比
し
て
み
る
と
(
互
県
北
の
福
岡
(
一
一
一
戸
市
)
や
久
慈
地

方
は
、
全
般
に
最
低
気
温
が
低
い
が
、
半
面
、

日
照
時
間
が
多
い
の
で
、
低
温
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
気
温
構
造
が

県
北
地
域
の
気
候
の
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
県
南
の
一
関
市
や
千
厩
町
は
、
最
高
・
最
低
気
温
は
比
較
的
高
い
が
、

日
照
時
間

は
少
な
く
、
県
北
と
逆
の
気
候
型
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
県
北
と
県
南
の
稲
成
長
期
に
お
け
る
日
照
条
件
の
相
違
が
、
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月

図2 東北各地の月別日照時間

岩手県立農業試験場県南分場総合成果

による (1974)

北
上
川
上
流
地
域
の
収
量
を
あ
げ
、
そ
れ
よ
り
南
の
中
流
地
域
を
逆
に
少
く
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
一

0
ア
ー
ル
当
り
全
国
県
別
収
量
を
み
て
も

青
森
県
が
第
二
位
、
北
海
道
が
第
五
位
で
、

い
ず
れ
も
岩
手
県
よ
り
多
く
、
地
理

(u!f) 

200 

九
月

八
月

七
月

ノ、
月

1i 
月

的
位
置
が
北
で
あ
っ
て
も
、

日
照
が
多
け
れ
ば
多
収
地
域
に
な
っ
て
い
る
の
と
同

じ
く
、
岩
手
県
で
も
旧
南
部
落
領
全
域
が
必
ず
し
も
低
収
で
は
な
い
。

二
、
冷
害
の
パ
タ
ー
ン
と
メ
カ
ニ
ズ
ム

冷
害
の
パ
タ
ー
ン
に
は
、
障
害
型
、
遅
延
型
、
併
行
型
、
病
害
型
が
あ
る
。

障
害
型
と
は
、
稲
の
幼
穂
期
か
ら
開
花
期
(
七
月
下
旬
l
八
月
)

に
低
温
を
う
ま

た
場
合
、
不
稔
障
害
を
お
こ
す
も
の
を
い
い
、
遅
延
型
と
は
、
出
穂
前
に
低
温
に
な
る
と
出
穂
が
遅
れ
、
登
熟
が
不
充
分
と
な
り
、
減
収

を
招
く
も
の
を
い
い
、
こ
の
障
害
型
と
遅
延
型
と
-
諸
に
起
っ
た
も
の
を
併
行
型
と
い
う
。

さ
ら
に
、
低
温
寡
照
か
ら
、

は
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

い
も
ち
病
が
発
生
す
る
も
の
を
病
害
型
冷
害
と
い
い
ハ
ヱ
、

昭
和
二
十
八
年
、

四
十
九
年
の
岩
手
県
冷
害

次
に
冷
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
稲
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
別
低
温
の
影
響
か
ら
み
る
と
、
過
去
の
結
果
か
ら
概
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

61 

す
な
わ
ち
、
稲
の
活
着
期
(
五
月
末
ご
ろ
)
に
低
温
が
く
る
と
活
着
が
遅
れ
る
。
次
に
稲
の
分
げ
つ
期
を
初
期
(
六
月
上
旬
|
下
旬
)
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最
盛
期
(
七
月
上
旬
)
後
期
(
七
月
下
旬
)

に
分
け
、
こ
れ
ら
各
分
げ
つ
期
に
低
温
(
摂
氏
一
七
度
以
下
)
が
襲
え
ば
、
出
穂
が
遅
れ
、

遅
延
型
冷
害
が
お
こ
る
。
出
穂
期
も
幼
穂
期
(
七
月
下
旬
)
前
期
(
八
月
上
旬
)
後
期
・
開
花
期
(
八
月
中
旬
)

に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ら
の
各
期
間
に
低
温
が
訪
れ
る
と
不
稔
障
害
を
お
こ
し
、

ま
た
、
登
熟
期
を
初
期
(
八
月
末
)
中
期
(
九
月
上
旬
)
後
期
(
九
月
中
旬
|
下
旬
)
と
し
、
中
期
ご
ろ
低
温
が
生
じ
る
と
登
熟
障
害

い
わ
ゆ
る
障
害
型
冷
害
と
な
る
。

を
お
こ
し
川
減
収
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
が
、

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
低
温
だ
け
で
な
く
、
諸
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上

の
べ
た
こ
と
を
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

一
つ
の
機
構
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
冷
害
の
歴
史

岩
手
県
に
お
け
る
冷
害
凶
作
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
昭
和
田
九
年
ま
で
一

O
六
回
に
及
び
、
と
く
に
藩
政
時
代
は
餓
死
す
る
も
の
幾

万
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。
な
か
で
も
天
明
の
凶
作
が
最
も
ひ
ど
く
、
南
部
藩
だ
け
で
も
六
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
。
そ
の
他
、
元
禄

-
宝
暦
・
天
保
の
い
わ
ゆ
る
四
大
飢
僅
と
明
治
以
後
で
は
、
明
治
三
五
年
、
三
入
年
・
大
正
二
年
・
昭
和
九
年
・
二
ハ
年
・
二

O
年
な
ど

の
冷
害
に
よ
る
大
凶
作
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
落
政
時
代
は
交
通
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
中
世
の
農
業
技
術
し
か
な
か
っ
た
の

で
、
各
藩
は
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
経
済
で
あ
っ
た
か
ら
飢
僅
に
際
し
て
も
、
米
や
食
糧
品
の
輸
送
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
農
民
は
苦
し
み
、
社
会

動
乱
の
原
因
と
な
っ
た
。

岩
手
県
で
、
南
部
藩
に
百
姓
一
挟
が
多
か
っ
た
の
も
冷
害
に
よ
る
凶
作
が
お
も
な
原
因
で
あ
っ
た
(
旦
。

ま
た
、
表
一
を
み
る
と
、
大
体
周
期
的
に
冷
害
群
が
存
在
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
藩
政
時
代
は
、
元
雄
・
宝
暦
・
安
永
・
天
明
・
寛
政
・
文
化
・
天
保
な
ど
が
あ
り
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
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は
、
明
治
凶
作
群
が
あ
り
、
そ
の
後
、
大
正
年
聞
は
概
ね
稲
作
に
好
適
な
気
候
が
続
き
、
昭
和
九
年
前
後
に
昭
和
凶
作
群
を
形
成
し
て
い

る。
と
く
に
、
昭
和
九
年
の
冷
害
は
、
四
月
に
不
順
、

五
月
豪
雨
、

七
月
中
旬
か
ら
九
月
に
低
温
寡
照
と
豪
雨
で
、
岩
手
県
の
減
収
量
は
四

万
石
と
な
り
、
平
年
収
量
の
四
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
は
、
昭
和
二
八
年
に
障
害
型
と
い
も
ち
病
型
冷
害
が
発
生
し
、
そ
の
後
、
二
九
年
と
続
発
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
昭
和
三
八
年
・
三
九
年
・
四

O
年
・
四
一
年
・
四
四
年
・
四
六
年
・
四
九
年
と
冷
害
が
お
こ
っ
て
お
り
、
三
八

年
・
三
九
年
は
低
温
寡
照
に
、

い
も
ち
病
が
お
こ
り
、

四
O
年
は
、
稲
分
裂
期
の
低
温
障
害
で
、

四
一
年
・
四
四
年
も
低
温
障
害
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
四
六
年
は
、
値
温
寡
照
に
良
質
品
種
切
換
急
、
ぎ
と
い
う
条
件
、

四
九
年
は
、
低
温
寡
照
に
よ
る
登
熟
障
害
と
い
も
ち
病
型
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
十
年
以
後
は
、
冷
害
を
防
ぐ
科
学
的
研
究
が
進
ん
だ
か
ら
、
冷
害
の
程
度
は
以
前
よ
り
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
昭
和
二
八
年
の
冷
害
は
低
温
に
よ
る
い
も
ち
病
型
冷
害
だ
っ
た
が
、
岩
手
県
で
は
、
僅
か
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
収
で
あ
り
、

昭
和
三
八
年
の
一
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
除
け
ば
、
以
後
の
冷
害
は
全
部
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
冷
害
の
被
害

は
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
大
き
い
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
冷
害
史
の
中
で
、
冷
害
研
究
が
行
な
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
明
治
末
期
の
い

わ
ゆ
る
明
治
凶
作
群
の
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
の
冷
害
研
究
は
、
主
と
し
て
冷
害
の
実
態
調
査
と
統
計
的
な
研
究
で
あ
‘

っ
た
。実

際
に
冷
害
の
科
学
的
研
究
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
以
降
の
こ
と
で
あ
る
(
旦
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
九
年
の
大
冷
害
に
よ
り
、
冷
害
の
関
心
が
深
ま
り
、
農
林
省
も
ま
た
、
昭
和
十
年
に
は
、
東
北
各
県
に
冷
害
防
止
試

験
地
を
設
け
、
同
時
に
農
林
省
農
事
試
験
場
に
お
い
て
、
冷
害
の
試
験
研
究
を
始
め
た
。
こ
れ
か
ら
全
国
的
に
冷
筈
研
究
が
活
発
と
な



り
、
昭
和
十
年
代
に
は
、
冷
害
研
究
史
上
、
画
期
的
な
発
展
を
と
げ
た
。

回
、
冷
害
対
策
の
歴
史

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岩
手
県
の
冷
害
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
実
に
百
回
以
上
も
あ
り
、
農
民
は
そ
の
た
び
に
悩
ま
さ
れ
る
と
と

も
に
、
各
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
冷
害
と
、
と
り
く
ん
で
努
力
を
続
け
て
き
た
。

い
ま
、
そ
の
対
策
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
き
た
か
を
時
代
毎
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
藩
政
時
代
で
は
、
元
和
年
間
に
、
南
部
藩
の

家
老
及
勘
定
奉
行
、
小
笠
原
美
濃
が
酒
造
制
限
、
新
田
開
発
な
ど
の
対
策
を
と
り
、
元
藤
年
聞
に
は
、
南
部
落
、
繋
村
・
安
庭
村
・
大
宿

村
三
ケ
村
は
ワ
ラ
ピ
の
確
保
に
肝
入
が
願
出
た
古
文
書
が
あ
る
。

岩手県における冷害と対策について

ま
た
、
天
明
年
聞
に
は
、
南
部
落
は
晩
稲
禁
止
令
を
出
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
南
部
落
の
野
田
村
(
久
慈
市
南
)
で
は
、
村
役
人
が
沼

宮
内
代
官
に
山
菜
を
保
存
す
る
た
め
、
塩
の
貯
蔵
を
願
い
出
て
い
る
白
〉
。

一
方
、
仙
台
藩
で
は
、
各
村
備
荒
倉
を
設
け
、
勤
倹
貯
蓄
を
奨
励
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
野
長
英
の
勧
農
備
考
二
物
考
に
よ
れ
ば
、
代

用
食
と
し
て
「
は
や
そ
ば
」

「
じ
ゃ
が
た
ら
い
も
」
の
栽
培
が
代
用
食
糧
を
得
る
道
と
し
て
力
説
し
て
い
る

2
v。

ま
た
、
東
磐
井
郡
松
川
出
身
の
江
戸
の
公
事
師
、
青
柳
文
蔵
は
、
そ
の
蓄
材
を
郷
里
に
寄
付
し
、
備
荒
倉
を
立
て
、
窮
民
救
済
に
当
つ

て
い
る
ハ
ロ
ヨ

以
上
の
よ
う
に
、
落
政
時
代
の
冷
害
対
策
は
、
晩
稲
禁
止
の
外
、
備
荒
貯
蓄
、
あ
る
い
は
代
用
食
の
奨
励
な
ど
、

一
般
的
に
消
極
的
な

対
策
が
多
か
っ
た
。

65 

明
治
に
な
っ
て
も
、
明
治
二
年
は
、
仙
台
藩
領
で
郷
倉
を
建
て
、
同
三
年
に
は
、
下
胆
沢
郡
下
姉
体
村
で
は
、
御
払
米
が
納
め
ら
れ
な
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い
と
き
は
、
肝
入
が
弁
納
す
る
よ
う
証
状

を
書
い
て
い
る

o
S〉
、
か
く
て
明
治
末
期

か
ら
大
正
初
め
の
い
わ
ゆ
る
明
治
凶
作
群

の
こ
ろ
か
ら
冷
害
研
究
は
積
極
的
に
進
ん

だ
の
で
、
こ
の
と
き
を
第
一
期
冷
害
研
究

時
代

auと
し
、
こ
の
期
の
お
も
な
対
策
を

農林省岩手統計情報事務所日野氏による

み
る
と
、

1 

早
・
中
・
晩
を
適
当
な
割
合
で
栽

培
す
る
こ
と
、

2 

追
肥
を
施
行
し
な
い
こ
と
、

3 

土
地
の
排
水
に
注
意
す
る
こ
と
、

4 

播
種
お
よ
び
移
植
の
時
期
を
早
め

る
こ
》
』
、

5 

過
度
の
濯
殺
を
防
ぐ
こ
と
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

S
Y

大
正
年
聞
は
、

一
般
に
稲
作
に
恵
ま
れ

た
気
候
が
続
い
た
が
、
大
正
二
年
の
凶
作



に
は
、
農
商
務
省
が
「
稲
作
の
心
得
」
を
出
し
、
次
の
注
意
を
し
て
い
る
。

1 

秋
冷
の
害
を
う
け
ぬ
よ
う
出
穂
を
早
く
す
る
よ
う
に
す
る
。

2 

品
種
は
風
土
に
適
す
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
、

3 

健
苗
を
つ
く
り
、
早
植
え
す
る
、

4 

施
肥
・
濯
概
・
除
草
に
注
意
し
、
生
育
を
促
進
す
る
。

か
く
て
、
大
正
八
年
に
は
、
岩
手
県
立
農
業
試
験
場
、
県
南
分
場
が
設
置
さ
れ
、
良
質
品
種
の
育
成
を
は
じ
め
、
大
正
十
年
に
は
、
遠

野
試
験
地
が
設
置
さ
れ
て
、
耐
冷
品
種
の
育
成
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
陸
羽
一
三
二
号
が
創
出
さ
れ
、
昭
和
六
年
に
は
、
県
北
分
場

も
創
設
さ
れ
て
い
る
。

岩手県における冷害と対策について

第
二
期
研
究
時
代
は
、
昭
和
九
年
の
冷
害
後
の
科
学
的
研
究
と
し
て
始
ま
り
、
こ
の
期
の
お
も
な
対
策
研
究
は
、
岩
手
県
育
成
耐
冷
品

種
の
研
究
と
し
て
、
遠
野
四
号
の
早
生
系
増
産
品
種
が
生
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
さ
ら
に
耐
冷
性
の
強
い
藤
坂
五
号
の
導
人
と
な
り
、
栽
培

技
術
と
し
て
は
、
深
水
濯
減
法
自
〉
の
考
案
、
保
温
折
衷
苗
代
2
u
の
普
及
と
早
植
え
の
励
行
、
病
害
虫
防
除
、
施
肥
改
善
、
客
土
門
担
、
無

硫
酸
根
肥
施
用
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

次
い
で
、
昭
和
二
八
年
の
冷
害
を
機
に
、
二
九
年
よ
り
冷
害
の
第
三
期
研
究
時
代
で
、
こ
の
時
代
は
、
ま
ず
二
九
年
に
農
林
省
が
各
県

に
通
達
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

67 
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表2 水稲収穫量と冷害年の気象(岩手県)

(農林省岩手統計情報事務所日野氏提供)

昭和同面積121f皇li-.獲副議| 冷害及気象経過

年 h kg t 
2 53，500 234 157，300 
3 54，210 301 163，000¥ l大正3年以後冷害空白時代
4 56，300 278 156，200 
5 58，300 305 177，700 
6 59，000 250 147，700 (88) 冷害不作 4-7月低温多雨， 8月豪雨， 9月不順
7 59.400 278 165，300 
8 59，200 336 198，800 コ作陸強震月 j津l慎波
9 59，700 129 77，100 (44) 凶 4 不 ， 5月豪雨， 7月-9月

10 60，300 197 119.200 (78) 
低温低寡温照

不作4月30日晩雪， 7月-9月 寡照
11 60，700 285 175，300 
12 61. 200 314 192，200 
13 61. 500 291 178，800 
14 61，800 341 210，900 
15 61，包00 249 154，000 
16 63，500 197 125; 3001 (62) 1冷害凶作4月-8月上旬低温 7-8月寡照
17 63，500 315 200，300 
18 63，000 295 186，100 
19 62，500 300 187，200 
20 61，600 181 111，400 (58) 冷害 7月低温寡照多雨9月多雨
21 58，400 321 187，400 
22 60，500 239 144，000 カスリン台風
23 63，300 313 198，100 115 アイオγ台風
24 62，000 321 199，000 113 キテイ台風
25 62，800 325 204.000 110 
26 62，900 314 198.000 100 
27 63，000 355 223，700 113 

霜冷害害病， 6月一7月中旬8月下旬 低温寡照，い28 63，500 296 188，400 92 

29 64，200 320 205，200 97 
語童書 要事6-8月 低 温 醐30 69，400 420 291.600 128 

，い ち病好， 7月低温31 70，300 396 278，400 121 
32 71，600 394 281，700 116 

，， 風風水水害害， いもち病33 72，300 395 276，300 104 
34 74，000 420 311，100 110 
35 75，ωo 444 336，900 113 チリ地震津波
36 78，200 449 350，ωo 111 風水害
37 79，200 436 345，100 103 
38 80，ωo 389 315，100 90 

冷害熟喜豊，期い務長雨代もち病7月痴書温中旬， 3-9低月低低温温湿寡照39 81，900 418 342.400 97 5大 智VBち 6 9540 84，300 443 373，400 102 
6-9 中温41 -86，200 406 350，000 94 作， 5-8下月上高旬 ， 寡出8穂月照上早い

42 90，800 4s2 437，700 111 
43 95，000 471 447，500 108 
44 98，500 466 459，000 1051 5豊害月下作， 旬- 6月上旬， 8月低温
45 89，900 508 456，700 113 
46 85，000 444 377，400 94大冷 4月下旬-5月上匂， 8月中低旬-9月

温寡照
47 86，900 491 426，7001 104 
48 87，700 497 435，9001 i041 7 - 8月高も温 多照
49 90，600 470 42問。 判冷害，い ち病， 7月低温寡照， 8月寡下照旬-9月



1 

品
種
の
検
討

2 

健
苗
の
育
成

3 

早
播
・
早
植
え
の
励
行

4 

施
肥
法

5 

病
害
虫
防
除

6 

発
生
予
察
情
報
の
活
用

苗
代
の
普
及
、
病
害
虫
防
除
と
し
て
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
利
用
防
除
が

D
・
D
・
T
、

な
ど
で
、
岩
手
県
と
し
て
は
、
品
種
と
し
て
フ
ジ
ミ
ノ
リ
が
三
六
年
に
奨
励
品
種
に
な
っ
て
い
る
。
健
苗
の
育
成
と
し
て
は
、
ビ
ニ
ー
ル

B
-
H
・
C
な
ど
に
よ
り
効
果
を
あ
げ
た
。

岩手県における冷害と対策について

ま
た
、
施
肥
法
と
し
て
は
、
化
学
肥
料
の
使
用
が
増
加
し
、
早
植
え
も
広
く
奨
励
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
八
年
以
降
の
最
近
の
対

策
と
し
て
は
、

1 

作
付
品
種
の
適
正
化
、

2 

0
・
E
・
D
に
よ
る
水
温
上
昇
法
詰
〉
、

サ
サ
ニ
シ
キ
の
奨
励
品
種
編
入
に
つ
づ
い
て
ト
ヨ
ニ
シ
キ
の
奨
励
品
種
編
入
、

3 

施
肥
の
改
善
、

4 

病
害
虫
防
除
、

5 

除
草
剤
の
使
用
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
移
植
ハ
旬
、
良
質
米
一
育
成
の
方
向
に
向
っ
て
い
る
。

69 

以
上
、
対
策
の
歩
み
を
み
る
と
、
技
術
的
な
面
で
は
あ
ま
り
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
、
過
去
に
比
べ
て
大
き
な
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違
い
が
あ
る
。
そ
の
細
か
い
内
容
は
省
く
と
し
て
、
お
も
な
点
を
あ
げ
れ
ば
、
①
優
良
品
種
が
出
た
こ
と
、
@
保
護
苗
代
に
よ
り
健
苗
の

早
植
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
③
土
じ
よ
う
に
合
っ
た
合
理
的
施
肥
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
④
病
害
虫
防
除
が
進
歩
し
た

こ
と
、
@
土
地
改
良
な
ど
の
水
田
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
、
⑥
冷
水
地
帯
の
水
管
理
法
が
改
良
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
が
総
合
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
最
近
の
対
策
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
よ
う
。
な
か
で
も
品
種
改
良
と
保
護
苗
代

の
二
大
進
歩
は
、
冷
害
対
策
と
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
〈
呂
、

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
、

冷
害
は
著
る
し
く
減
少
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

玉
、
む

す

び

最
後
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
冷
害
対
策
の
歴
史
を
通
じ
て
み
る
と
、

い
く
つ
か
の
段
階
的
な
発
展
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
冷
害
発
生
が
周
期
的
に
群
発
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
冷
窓
口
群
の
と
き
は
、
あ
だ
か
も
台
風
後
の
災
害
対
策
の
よ
う
に
、
冷
害
対
策
の
重
要
さ
が
認
識
さ
れ
、
研
究
が
進
ん
だ

が
、
冷
害
の
お
こ
ら
な
か
っ
た
、
恵
ま
れ
た
気
候
条
件
の
と
き
は
、
対
策
研
究
が
忘
れ
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
第
二
期
研
究
時
代
か
ら
は
、
耐
冷
品
種
や
栽
培
技
術
の
研
究
が
進
ん
だ
の
で
、
そ
れ
は
、
た
と
え
過
去
と
同
じ
冷
害
気
象

下
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
過
去
の
冷
害
よ
り
軽
減
さ
れ
、
冷
害
は
過
去
の
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
飢
え
に
は
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
無
条
件
で
よ
ろ
こ
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
昭
和
四
六
年
の
東
北
地
方
の
冷
害
で
、
な
お

減
収
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
稲
作
技
術
を
し
て
も
、
な
お
冷
害
の
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
最
近
に
お
け
る
世
界
農
産
物
は
、
世
界
的
異
常
気
象
に
よ
る
減
産
と
人
口
爆
発
に
よ
っ
て
、

食
糧
危
機
も
報
導
さ
れ
て
い



る
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
岩
手
県
は
圏
内
的
に
も
国
際
的
に
も
食
糧
供
給
地
域
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
感
ず
る
の
で
、
冷
害
研
究

は
つ
ね
に
続
け
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
、
確
実
な
天
気
予
報
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
農
民
の
貧
し
さ
か
ら
の
解
放
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
各
地
域
の
自
然
的
条
件
の
特
性
と
、
そ
れ
に
適
応
し
た
品
種
と
栽
培
技
術
の
研
究
な
ど
、
多
角
的
考
察
の
総
合
に
よ
り
、
多

因
子
解
析
が
必
要
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
の
報
告
は
、
第
十
八
回
歴
史
地
理
学
会
大
会
に
お
い
て
、
発
表
し
た
内
容
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
川
田
順
一
郎
氏
の
論
文
と
直
接
、
御
教
示
と
資
料
提
供
下
さ
っ
た
、
農
林
省
岩
手
統
計

情
報
事
務
所
、
作
況
室
長
日
野
新
太
氏
並
び
に
県
立
六
原
農
場
農
業
教
育
部
主
任
、
清
原
悦
郎
氏
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

岩手県における冷害と対策について

詮

(
1
)
野
口
弥
吉
監
修
農
業
大
辞
典
二
七
三
頁
養
賢
堂
一
九
六
九

(
2
)
岩
手
県
下
閉
伊
郡
田
老
町
漁
業
協
同
組
合
調
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
田
植
時
期
は
、
五
月
十
日
か
ら
六
月
十
日
ご
ろ
ま
で
で
、
天
然
ワ
カ
メ

の
口
あ
け
は
五
月
初
句
か
ら
六
月
下
旬
で
あ
る
。
な
お
、
稲
刈
に
重
な
る
漁
期
は
天
然
昆
布
で
あ
る
。

(
3
)
浅
井
辰
郎
東
北
の
冷
害
日
本
地
誌
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

E

4
一
四
-
一
良
大
明
堂
一
九
六

O

(
4
)
浴
岸
漁
民
の
六
五
パ

l
セ

γ
ト
は
、
農
林
業
と
兼
業
漁
家
、
ィ
ソ
事
漁
家
で
あ
る
。
ワ
カ
メ
は
木
県
が
全
国
最
大
、
岩
手
県
総
業
振
興
課
調
に

よ
る
昭
和
四
九
年
度
生
産
量
は
気
仙
地
区
最
大
で
ニ

O
、
四
七
九
十
Y

下
閉
伊
地
区
第
二
位
で
二
ハ
、
一
一
九
J
次
い
で
上
閉
伊
、
九
戸
地
区
の

順
で
あ
る
。

(
5
)

岩
手
県
で
は
五
月
か
ら
九
月
ご
ろ
ま
で
。

(
6
)

農
林
省
岩
手
統
計
調
査
事
務
所
編
水
稲
収
量
要
因
分
析
の
気
候
型
地
域
比
較
に
よ
る
。
岩
手
農
林
統
計
協
会

〔

7
〕
前
掲
(
1
〕
二
七
一
|
二
七
二
頁
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一
九
六
八
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歴
史
地
理
学
紀
要
五
古
今
書
院

九
三
六
頁
一
九
七

O

一
九
六

(
8
)

池
田
雅
美
岩
手
県
に
お
け
る
冷
害
対
策
の
歴
史
地
理

(
9
)

日
本
農
業
研
究
所
編
戦
後
農
業
技
術
発
達
史
第
一
巻

(
叩
)
前
掲
(
8
)

二
五
六
頁

〈
日
)
姉
体
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
姉
体
の
歴
史
勧
農
備
考
村
誌
編
さ
ん
委
員
会

(
臼
)
森
嘉
兵
衛
郷
土
の
歴
史
(
東
北
編
)
一

O
七
頁
宝
文
館
一
九
五
九

(
臼
)
前
掲
(
口
)

(
H
)

冷
害
研
究
時
代
区
分
は
、
農
林
省
岩
手
統
計
情
報
事
務
所
、
日
野
新
太
氏
に
よ
っ
た
。

(
臼
)
前
掲
(
9
)

九
四
一

i
九
四
二
頁

(
問
)
農
林
省
冷
害
と
稲
作
二
五
頁
一
九
六
五

(
口
)
前
掲
(

9

)

九
四
六
頁

(
団
)
前
掲
(
珂
)
三
八
頁
農
林
統
計
協
会
一
九
六
五

な
お
、
黒
部
川
扇
状
地
の
流
水
客
土
事
業
に
つ
い
て
は
、
寵
瀬
良
明
教
授
の
研
究
報
告
が
あ
る
。
横
浜
市
大
紀
要

(
叩
)
前
掲
(
珂
)

(
初
)
植
木
鉢
の
よ
う
な
紙
袋
に
首
を
植
え
て
、
回
に
投
ず
る
空
中
田
植
法
で
‘
最
近
、
省
力
化
の
一
環
と
し
て
普
及
し
て
き
た
。

(
幻
)
前
掲
(
9
)

九
四
二
頁

一
九
五
七

一
九
五
七




